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評価委員会のコメント： 

 

○評価できる点、推進すべき点、研究事業にとって必要である理由 

強力なレジストリ体制を構築したことを評価する。 

学会とも連動して全国規模のレジストリを構築し、拡張相肥大型心筋症の臨床像を観察しているこ

と。このレジストリを基に、ゲノム情報の収集を計画していること。 

 

 

○疑問点、改善すべき点、その他助言等 

当初目標の診療ガイドライン作成が先延ばしされた。レジストリー構築が「達成」とされているが登

録済み症例数は不十分である。参加施設数を 13で良しとしていると見受けられるが、妥当性は不明。 

不整脈の合併が多い症例や、心機能低下速度が速い症例は、早期の治療介入が推奨されるとあるが、

そのエビデンスはない。介入が真に有効かを RCTで検証する必要がある。 
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